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昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
日
提
出 

質

問

第

八

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

原
爆
被
爆
者
に
対
す
る
「
国
家
補
償
の
理
念
」
に
よ
る
援
護
法
制
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

大 

原 
 

亨 

 

一 

 



 

こ
の
「
答
申
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
政
府
の
態
度
は
当
然
と
し
て
も
、
国
会
で
は
、
す
で
に
永
年
に
わ
た
り
論
議

を
尽
く
し
て
し
ば
し
ば
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
主
体
的
に
受
け
止
め
ね
ば 

な
ら
な
い
。 

一 

広
島
、
長
崎
両
市
に
対
す
る
原
爆
の
投
下
は
、
国
際
法
自
体
―
少
な
く
と
も
、
「
国
際
法
の
精
神
」
に
違
反
す 

 

る
違
法
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
か
ど
う
か
。
ま
た
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

主
題
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
月
二
十
九
日
、
社
会
保
障
制
度
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
現
行
二
法
を
再 

 

検
討
し
て
「
被
爆
者
対
策
の
基
本
理
念
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
厚
生
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
い
わ
ゆ
る

「
七
人
委
員
会
」
に
お
い
て
近
く
結
論
が
報
告
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。 

以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
て
こ
の
際
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
政
府
の
統
一
的
見
解
を
求
め
る
。 

原
爆
被
爆
者
に
対
す
る
「
国
家
補
償
の
理
念
」
に
よ
る
援
護
法
制
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

2 

国
会
に
お
い
て
も
、
政
府
は
「
原
爆
は
国
際
法
で
禁
止
さ
れ
た
毒
ガ
ス
以
上
の
非
人
道
的
兵
器
」
で
あ
る
こ 

 

と
を
認
め
て
、
「
戦
時
国
際
法
の
精
神
に
違
反
す
る
」
と
い
う
見
解
に
同
意
し
て
い
る
。 

1 
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
抗
議
を
申
し
入
れ
、
「
抑
々
交
戦
者
は
害
敵
手 

 
 

段
の
選
択
に
つ
き
無
制
限
の
権
利
を
有
す
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
及
び
不
必
要
の
苦
痛
を
与
ふ
べ
き
兵
器
、 

 

投
射
物
そ
の
他
の
物
質
を
使
用
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
戦
時
国
際
法
の
根
本
原
則
で
あ
る
」
旨
述
べ
、
「
新
奇 

 

に
し
て
か
つ
従
来
の
い
か
な
る
兵
器
、
投
射
物
に
も
比
し
得
ざ
る
無
差
別
性
、
惨
虐
性
を
有
す
る
本
件
爆
弾 

 
 

を
使
用
せ
る
は
人
類
文
化
に
対
す
る
新
た
な
る
罪
悪
な
り
」
「
全
人
類
お
よ
び
文
明
の
名
に
お
い
て
米
国
政
府 

 

を
糾
弾
す
る
」
と
し
て
、
ヘ
ー
グ
の
陸
戦
法
規
慣
例
に
関
す
る
規
則
を
引
用
し
て
い
る
。 

原
爆
は
、
国
際
法
（
実
定
法
）
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
く
て
も
「
禁
止
さ
れ
た
毒
ガ
ス
以
上
の
残
酷
な
兵
器
」
で

あ
る
以
上
、
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
こ
と
は
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
戦
争
放
棄
の
平 

こ
の
政
府
の
抗
議
文
に
対
す
る
見
解
を
求
め
る
。 

四 

 



 

二 

政
府
の
主
張
し
て
き
た
「
国
と
被
爆
者
と
の
問
に
身
分
関
係
、
命
令
服
従
の
関
係
―
即
ち
特
別
権
力
関
係
が 

 

な
い
」
と
い
う
認
識
は
、
援
護
法
制
定
を
否
定
す
る
論
拠
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

1 

現
行
の
恩
給
法
並
び
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
対
象
は
、
戦
前
の
兵
役
法
、
国
家
総
動
員 

 

法
、
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
三
日
の
国
民
義
勇
隊
に
関
す
る
閣
議
決
定
、
沖
繩
に
お
け
る
十
次
空
襲
以
降
の 

 

戦
闘
参
加
者
、
更
に
昭
和
四
十
九
年
、
私
の
主
張
の
一
部
を
い
れ
て
法
律
改
正
し
て
追
加
し
た
「
旧
防
空
法 

 

に
よ
る
警
防
団
、
医
療
従
事
者
」
な
ど
で
あ
る
。 

3 
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
一
切
の
対
米
請
求
権
を
放
棄
し
た
日
本
政
府
は
、
「
違
法
行
為
に
基
づ 

く
原
爆
の
被
害
に
対
し
て
国
が
こ
れ
を
補
償
す
る
」
こ
と
は
政
治
的
に
も
当
然
と
思
う
が
ど
う
か
。 

和
憲
法
を
持
つ
日
本
と
し
て
当
然
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

よ
つ
て
次
の
諸
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

こ
れ
ら
は
国
と
の
雇
用
関
係
の
あ
る
軍
人
、
軍
属
及
び
命
令
服
従
の
関
係
に
あ
る
准
軍
属
と
さ
れ
て
い 

五 

 



 

2 

国
民
義
勇
兵
役
法
に
つ
い
て
―
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
二
日
臨
時
帝
国
議
会
で
可
決
制
定
さ
れ
、
即
日
公 

布
の
勅
令
、
政
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
法
体
系
か
ら
旧
防
空
法
関
係
で
は
、
准
軍
属
と
し
て
処
遇
さ
れ
て
い
る
警
防
団
を
頂
点
と
す
る
地 

域
の
「
隣
組
防
空
」
、
「
職
域
防
空
組
織
」
と
し
て
組
織
さ
れ
た
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
国
民
は
、
米
軍

の
制
空
権
下
い
つ
で
も
敵
前
上
陸
、
空
挺
部
隊
の
攻
撃
の
下
に
さ
ら
さ
れ
た
。
「
東
京
空
襲
」
以
降
は
竹
槍
訓 

 

練
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
「
戦
闘
協
力
者
」
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

る
。 政

府
は
「
国
民
義
勇
兵
役
法
は
公
布
、
施
行
さ
れ
た
が
召
集
下
令
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
つ
て
き
た 

 

が
、
本
年
三
月
二
十
七
日
、
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
で
政
府
は
、
「
法
律
が
公
布
、
施
行
さ
れ
れ
ば
そ
の 

 
 

時
効
力
即
ち
国
と
の
権
力
関
係
を
発
生
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

即
ち
国
民
義
勇
兵
役
法
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
と
き
よ
り
国
と
の
間
に
お
け
る
命
令
服
従
の
関
係
が
発
生 

六 

 



 

状
勢
に
即
応
し
て
第
一
線
の
軍
が
兵
役
法
、
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
以
外
に
国
民
を
「
兵
」
と
し
て
動
員 

 

し
、
統
帥
権
下
に
服
役
さ
せ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
の
閣
議
決
定
に
よ
る
戦
争
動
員
は
無
理
と
し 

 

て
「
必
要
な
る
法
的
措
置
を
講
ず
る
」
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
の
昭
和
二
十
年
六
月
十
日
、
衆
議

院
で
の
『
義
勇
兵
役
法
案
外
一
件
（
国
民
義
勇
戦
闘
隊
員
に
関
す
る
陸
軍
刑
法
等
の
適
用
に
関
す
る
法
律
案
）

委
員
会
』
の
速
記
録
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
那
須
兵
務
局
長
は
「
一
々
召
集
令
状
ヲ
銘
々
ノ
人
ニ
ヤ

ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヲ
致
シ
マ
セ
ヌ
デ
、
平
素
連
名
簿
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ニ
名
前
ヲ
付
ケ
テ
置
イ
テ
、
召
集 

 

担
任
官
ガ
「
集
マ
レ
」
ト
言
ッ
タ
ナ
ラ
バ
ソ
レ
ダ
ケ
デ
集
マ
ル
ト
云
フ
簡
単
ナ
召
集
方
法
デ
ヤ
ル
。
全
部
ゴ
ツ

ソ
リ
出
シ
テ
戴
ク
場
合
モ
ア
レ
バ
、
其
ノ
中
ノ
輸
送
隊
ダ
ケ
、
救
護
ダ
ケ
ノ
人
ヲ
出
シ
テ
呉
レ
ト
云
フ
ヤ
ウ 

し
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
即
座
に
戦
争
動
員
さ
れ
る
状
態
に
あ
つ
た
。 

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
三
日
の
国
民
義
勇
隊
に
関
す
る
件
の
閣
議
決
定
を
受
け
て
昭
和
二
十
年
四
月
十
三 

日
、
「
状
勢
急
迫
セ
ル
場
合
二
応
ズ
ル
国
民
戦
闘
組
織
ニ
関
ス
ル
件
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。 

七 

 



 

ナ
場
合
モ
ア
リ
マ
ス
…
…
職
域
的
ノ
徴
リ
方
モ
ア
レ
バ
空
挺
部
隊
ノ
降
リ
タ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
時
ニ
、
其
ノ
地 

域
ノ
人
ガ
ヤ
ル
」
場
合
も
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
警
防
団
、
国
民
義
勇
隊
か
ら
国
防
婦
人
会
ま
で
呼
び
集
め 

 

て
軍
の
指
揮
下
に
置
く
の
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
、
同
年
四
月
の
沖
繩
の
米
軍
占
領
後
は
米
軍
の
制
空
権
下
に
あ
つ
た
日 

本
は
、
敵
前
上
陸
や
空
挺
隊
の
降
下
を
想
定
し
て
全
土
が
完
全
に
臨
戦
体
勢
に
あ
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
戦
闘 

 

員
と
非
戦
闘
員
の
区
別
は
最
早
存
在
し
な
か
つ
た
の
が
現
実
と
思
う
が
ど
う
か
。 

一
体
、
法
律
が
公
布
施
行
さ
れ
て
新
し
い
権
利
義
務
の
関
係
が
発
生
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ど
う 

か
。
「
召
集
下
令
の
令
状
」
は
出
さ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

兵
役
法
、
国
家
総
動
員
法
以
外
は
国
民
義
勇
兵
役
法
で
名
実
と
も
に
一
億
総
動
員
体
制
を
と
つ
た
事
実
を 

認
め
る
か
ど
う
か
。 

以
上
三
点
に
つ
い
て
の
法
解
釈
と
事
実
認
識
に
つ
い
て
明
確
な
見
解
を
求
め
る
。 

八 

 



 

三 
以
上
、
大
き
く
二
つ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
つ
た
立
場
で
の
従
来
の
政
府
見
解
の
疑
義
に
つ
い
て
の 

 

解
明
を
求
め
て
き
た
が
、
こ
れ
は
国
会
論
争
で
積
み
上
げ
た
集
約
で
も
あ
る
。 

1 

広
島
、
長
崎
の
原
爆
に
よ
る
三
十
万
人
余
の
犠
牲
者
と
い
ま
な
お
放
射
能
な
ど
の
後
遺
症
―
こ
の
史
上
最 

大
の
被
害
を
受
け
て
、
日
本
政
府
と
天
皇
は
連
合
軍
に
対
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
降
伏
を
決
意
し 

 

た
こ
と
は
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。 

こ
れ
に
加
え
て
第
三
の
問
題
と
し
て
、
総
括
的
な
国
家
補
償
の
理
論
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
結
果
責
任
論
」
に
つ

い
て
の
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

ポ
ツ
ダ
ム
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
帰
つ
た
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
後
七
時
ラ
ジ 

オ
を
通
じ
て
放
送
し
、
「
も
し
日
本
が
こ
の
原
爆
で
も
降
伏
し
な
け
れ
ば
、
米
国
は
今
後
も
引
き
続
き
、
こ 

 
 

の
爆
弾
を
日
本
に
投
下
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
の
新
聞
に
も
あ
る
。
こ
の
広
島
、
長 

 

崎
の
被
爆
の
体
験
か
ら
世
界
唯
一
の
「
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
戦
争
放
棄
を
す
る
」
と
い
う
平 

九 

 



 

2 

今
ま
で
政
府
は
、
国
と
の
「
直
接
」
権
力
関
係
が
な
い
場
合
で
も
引
揚
者
に
対
す
る
二
回
に
わ
た
る
特
別
交

付
金
（
最
高
二
万
八
千
円
、
百
九
十
四
万
人
）
、
特
別
給
付
金
（
最
高
本
人
十
六
万
円
、
遺
族
二
万
二
千
円
、
三

百
十
二
万
人
）
、
農
地
被
買
収
者
給
付
金
（
一
万
円
か
ら
最
高
百
万
円
、
百
十
六
万
人
）
、
戦
没
者
等
の
妻
に 

 
 

対
す
る
特
別
給
付
金
と
い
う
慰
謝
料
（
年
金
受
給
者
第
一
次
二
十
万
円
、
第
二
次
六
十
万
円
＝
四
十
一
万
人
）
、 

和
憲
法
を
持
つ
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
憲
法
の
「
平
和
主
義
」
を
鈴
木
首
相
も
擁
護
し
、
順
守
す
る
と
繰
り
返

し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
昨
年
の
国
連
軍
縮
総
会
で
、
当
時
の
園
田
外
務
大
臣
も
立
派
な
演
説
で
世
界
に
訴 

 

え
た
。
今
全
世
界
の
核
兵
器
と
一
般
兵
器
の
た
め
の
軍
事
予
算
は
年
五
千
億
ド
ル
に
達
し
、
世
界
の
貿
易
量 

 

の
半
分
を
占
め
て
い
る
。
核
軍
縮
は
地
球
的
課
題
で
あ
る
。 

こ
の
太
平
洋
戦
争
後
の
新
し
い
日
本
の
平
和
と
安
全
の
「
い
し
ず
え
」
と
な
つ
た
原
爆
犠
牲
者
に
対
し
て
、

国
家
補
償
の
精
神
に
よ
る
援
護
を
す
る
こ
と
は
政
府
と
国
会
の
責
任
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め 

 

る
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

遺
族
年
金
の
受
給
資
格
の
な
い
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
（
第
一
回
三
万
円
＝
九
十
万
人
、 

 
第
二
回
二
十
万
円
＝
百
四
万
人
）
な
ど
を
給
付
し
て
い
る
。
Ａ
級
戦
犯
に
も
恩
給
が
給
付
さ
れ
て
い
る
。 

戦
後
三
十
五
年
、
原
爆
に
よ
る
爆
風
、
熱
線
及
び
放
射
能
の
深
刻
極
ま
る
障
害
に
苦
し
ん
で
き
た
被
爆 

 
 

者
、
犠
牲
者
の
遺
族
に
対
し
て
、
国
は
線
香
料
も
出
さ
な
い
と
い
う
の
は
い
か
に
も
不
公
平
と
い
わ
ね
ば
な 

 

ら
な
い
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
を
も
求
め
る
。 

右
質
問
す
る
。 


